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２０２０年１２月の統計（１２月１９日） 

在籍10名 出席者９名 

出席率  90％ 

ゲスト Zoom参加 

・Salem Y Service Clubの皆さん 

  Ericさん、Victoriaさん、Cliffさん 

  Carolynさんご夫妻、Bonnieさん、 

Fredさん、Jillさん、PatさんとMarkさん、 

Bobさん、Johnさん 

・久保田貞視さん（東京八王子） 

 

 

 

２０２１年 １月 例会予告 

日時：1 月 23 日（土）16：00～18：00 

場所：Zoom ミーティング(川越 YMCA) 

・来年度役員検討決定 

・Zoom による参加を原則とし、川越ＹＭＣＡ 

に会議室を設定してハイブリッドで開催 

します。 
 

 

12 月例会報告 

利根川 太郎 

 

会場；川越ＹＭＣＡ 

日時；12 月 19 日(土)11：30～13：30 

1. 開会点鐘 

2. ワイズソング「いざ立て」（省略） 

3. ワイズの信条(省略) 

4. ゲスト紹介 

・ゲスト参加者自己紹介 

5. セーラムクラブとの交歓会 

・川越クラブ会長挨拶 吉野会長 

・クリスマスメッセージ 山本さん 

・セーラムのクリスマス事情 

6. 議事・報告 

(1) 来年度の川越クラブ役員について 

・1 月例会で引き続き検討 

 

クラブ会長主題:   「埼玉ＹＭＣＡを支援しよう！」 
国際会長主題: “ VALUES, EXTENSION and LEADERSHIP” 

「価値観、エクステンション、リーダーシップ」 

アジア太平洋地域会長主題: “ Make A Difference ”  

「変化をもたらそう」  

東日本区理事主題: “Let’s enjoy Changes.”  

 「変化をたのしもう！」 

関東東部部長主題 「学びと親睦を糧に外へ向かおう！」 

1 月の聖書 
 
全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。喜び祝い、

主に仕え、喜び歌って御前に進み出よ。知れ、主こそ神

であると。主はわたしたちを造られた。私たちは主のも

の、その民、主に養われる羊の群れ。 
（詩編 100 編１～3 節） 
 
Shout for joy to the Lord, all the earth. Worship the 
Lord with gladness; come before him with joyful 
songs. Know that the Lord is God. It is he who made 
us, and we are his, we are his people, the sheep of his 
pasture.  
(Psalm 100:1-3) 
 

THE SERVICE TO THE YMCA              AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION 

 

 
    

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 
〒350－0046 川越市菅原町 7－16 

    希望の鐘 The Bell of Hope 



 
(2) 例会プログラム 

・次回プログラム 

・1 月 23 日(土)16：00～18:00 

・会場；Zoom ミーティング 

・次期役員等の検討 

川越ＹＭＣＡにてZoom会議室を設定します。 

吉野会長、山崎さん、利根川の計４名は、川 

越ＹＭＣＡにて Zoom 会議室から参加 

   ・次々回プログラム 

    ・2 月 27 日(土)16：00～18：00 

    ・会場；川越ＹＭＣＡ及び Zoom ミーティング 

    ・卓話：岩澤勝己さん 

      アースディ川越 in 昭和の街実行委員長 

      日本シナリオ作家協会会員 

   ・以降の案 

    ・特別支援関連 

    ・見沼田んぼ(来期以降) 

7. ＹＭＣＡ報告 

8. 閉会点鐘 

 
 
川越ワイズメンズクラブ 年頭メッセージ 

会長 吉野 勝三郎 

 

A Happy New Year!! 

Y’s 年期では、年期後半に入りました。前半年期

はコロナ禍の中で、さまざまな社会的制約がありな

がらも、皆さんの積極的な協力により、いくつかの

プログラムを実行し、毎月ブリテンが発行されたこ

とを非常に嬉しく思います。 

前 半 年 期 で 特 筆 さ れ る こ と と し て は 、

International Brotherhood Club のアメリカ合衆

国オレゴン州セーラム市にある、Salem Y Service

クラブと、2 回わたって Zoom で交流できたことで

す。皮肉なことですが、これはコロナがなければ実

現しませんでした。16 時間（冬時間では 17 時間）

の時差を克服しての交流は、ワイズの仲間ならでは

の心温まる交流となりました。こども食堂も、一歩

ずつ前進していることを知り、今後の発展と定着が

期待されます。川越クラブの伝統的ファンド・レイ

ジングの“紅あか”は、他クラブからの注文もいた

だき、計画以上の売り上げとなりました。注文して

下さった皆さんに感謝します。 

さあ、あと半年はどうなるでしょうか。首都圏の

１都 3県には 1月 7日から一か月間の非常事態宣言

が出されました。この State of Emergency の後は

どうなるのでしょうか。私の所属する教会は、今年

の活動計画を立てられない状況です。やりたいこと

はたくさんありますが、実行がおぼつかない状態で

は、計画の立案ができません。それでも、私達が支

援する YMCA はコロナ禍の試練の中にあっても、選

択的ではありますが、活動を継続しています。私達

も、知恵をはたらかせ、新型コロナウイルスに感染

しないように、万全の備えをして、活動を行いまし

ょう。 

6 月の甲府での東日本区大会が開催されることを

願います。クラブメンバーの皆さんとそれぞれのご

家族の上に、2021 年が健康で安全な日々となります

ように祈ります。 

 

 

Salem Y Service クラブとの Zoom Meeting 
会長 吉野 勝三郎 

（2020 年 12 月 19 日（土）午前 11：30－12：30、

Salem 時間 18日（金）午後 6：30－） 

 

三密を避けるため、ウエスタ川越の広い会議室を

予約して、川越 YMCA に集う学童も交えて、Zoom に

よるリモートで、Salem と川越を結んで楽しいクリ

スマス例会を企画しましたが、その後の新型ウイル

スの感染拡大により、集まっての会合は中止としま

した。 

それでも、ワイズのメンバー6 人は川越 YMCA に集

まり、その他のメンバーは自宅から Zoom で参加。利

根川太郎さんが通訳付きの Zoom を設定してくれ、

恵子さんの通訳で IBC の交流が実現しました。 

前回もそうでしたが、Salem のメンバーは、多く

の方が定刻前にコンピューターの前に集まられ、積

極的にこの交流を盛り上げて下さいました。Salem

の会員の一人は、当日の参加者の多くが、彼女を小

さい頃から良く知っているということで、なごやか

な雰囲気を感じる交流となりました。 

・Salem の YMCA 会館は、3 代目の建物を建設中で、

完成までにはあと 2年はかかるだろう。 

・Salem クラブ伝統の古書販売は、今年はコロナ禍

のため中止となった。 

・川越クラブの 10 月例会における、神山節夫さん

の卓話「川越のシンボル・時の鐘の歴史」の概要を

ブリテンの英語版で読まれた方から、川越の歴史に

ついてもっと知りたいとの希望が出された。 

・川越クラブのメンバーからも、自己紹介として全

員から発言があった。 

このように、Salem クラブとの IBC 関係が進展・

深化していることと、ブリテンの英語訳を読んでく

れている人がいることを知り、大変励まされました。 

また。Salem 在住経験のある東京八王子クラブの

久保田貞視さんも参加いただき、例会を盛り上げて

いただきました。 



 
次回の日程はこれから決めることになりますが、

内容を工夫して、より意味深い国際交流へと進化さ

せましょう。 

 

 

12 月わいわい食堂実施報告 

利根川 恵子 

 

12 月 6 日（日）11時 45 分から 14時、埼玉 YMCA 川

越センターで開催されました。川越クラブからは、(敬

称略)山崎純子、吉田公代、山本剛史郎、生川美樹、利

根川恵子の 5 名が参加しました。山本希歩（のあ）ち

ゃん、真和（まな）ちゃんも参加しました。 

当日は、クリスマス前ということで、クリスマスを

テーマにした昼食とクラフトが提供されました。昼食

のメニューは、カボチャのポタージュ、スタッフドエ

ッグ（ブロッコリー、人参、ポテト添え）、チキン・オ

ーブン焼き、ホットケーキで、クリスマスカラーを基

調としているばかりでなく、スタッフドエッグの上に

飾られた人参やブロッコリーの茎が星形となってい

るなど、調理スタッフの意気込みが感じられる昼食で

した。 

 

 
 

食後はクラフトの時間で、クリスマスのリースやオ

ーナメントを作る時間でした。3～4 人ずつのグループ

に分かれ、ふんだんに揃えられた材料の中から、自分

の好きなものを選び、工夫をこらしての創作となりま

す。今回は、新家さんからたくさんの松ぼっくりをい

ただき、リースにしたり、飾りに使ったり、子どもた

ちは自然の材料を生かしての工作に大喜びでした。力

作の何点かをご紹介します。 

 

最後には、サンタクロースとトナカイさんも駆けつ

け、プレゼントを配るというサプライズもあり、参加

した子どもたちには思い出深いクリスマスの一つと

なったことと思います。 

 
  

次回は 1 月 31 日の予定です。新型コロナウィルス

の感染拡大、緊急事態宣言下で、どのような活動にす

るか、今後、代表の伊勢国望さんを中心に対応するこ

ととなります。安全、安心を第一に、しかし必要とし

ている人々を思い、検討を進めます。 

 

 

ＹＭＣＡ報告 

河合 今日子 

 

＜事業の実施内容について＞ 

政府による緊急事態宣言の発令、並びに埼玉県によ

る緊急事態措置等の発表を受け、埼玉YMCAとしては、

以下の通り対応いたします。 



 
＜特別支援教育の支援金からシュレッターならびに

書籍を購入いたします＞ 

数十年前に購入いたしましたシュレッターに不具

合が生じているため、今年度の支援金から新しい物を

購入させていただきたいと思います。また、子どもた

ちのための書籍、特別支援教育の指導書等にも充てさ

せていただきたいと思います。 

ご支援ありがとうございます。 

 

＜野外教育活動をオンラインにて開催＞ 

川越センター「トースター」の 12月の活動は、コロ

ナウイルス感染症拡大を受け、オンラインにて実施し

ました。 

日頃は、思い切り外で身体を動かすことができる活

動ですが、12 月は「離れていてもつながることができ

る」オンライン活動を通して、仲間やリーダーと楽し

い時間を過ごしました。 

特に、クリスマスビンゴ大会では、ワイズの吉田さ

んから寄贈していただきました『鬼滅の刃のペンケー

ス』や、企業からいただきましたお菓子等を景品とし

ましたところ、大変盛り上がりました。 

 

「来月はみんなで会おうね！」と話しておりました

が、緊急事態宣言を受け、今月の野外活動もオンライ

ンで行うことになりました。現在、子どもたちは学校

行事や部活動もなくなり、制限の多い毎日が続いてい

ます。私たちは YMCA の活動の中で少しでも子どもた

ちがワクワクするような楽しい時間を提供できるよ

う、連日準備を進めております。現在、トースターで

は、「スペシャルおみくじプログラム」の景品を大募集

しておりますので、子どもたちが喜びそうな物がご家

庭にございましたら、ご提供いただけますと幸いです。 

 

 

 

 

その他連絡事項 

利根川 太郎 

  

1. 1 月 23 日（土）川越クラブ例会について 

・例会は以下の形で開催したいと思います。 

時間；16：00～18：00 

場所；Zoom 参加を原則とします。 

・川越ＹＭＣＡに利根川恵子と太郎が行き、 

いつもの会議室で Zoom を開設しハイブリ 

ッド会議にします。ご自宅からの Zoom 参 

加を原則としますが、ＹＭＣＡに来てご一 

緒に参加することもできます。 

・大久保知宏さん(宇都宮クラブ)が参加予定 

です。 

2. 小倉メモリアルクロスの記憶 

ＹＭＣＡ史学会会員、福岡中央クラブの安藤

邦昭さんが「小倉メモリアルクロスの記憶」を

上梓されました。安藤さんは川越クラブの卓話

にも(当時は北九州クラブ)来ていただいた方

ですので、ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

編集後記 

利根川 太郎 

 

 たいへん遅くなりましたが、川越クラブのブリテ

ン 1 月号をお届けします。 

12 月例会は、Salem Y Service Club の 12 名の皆

さんがZoomで参加してくださり、川越クラブも 9名

が参加して、セーラムのクリスマス事情を伺うなど、

大いに盛り上がりました。 

 恵子の同時通訳も入れて、前回よりスムーズで和

気藹々とした交流会になったと思います。 

 セーラムクラブからは、川越のまちや歴史につい

てもっと知りたいという要望がありました。前回の

ブリテンに記載した川越のお散歩例会をご覧いた

だいたとのことです。生川さんが英語に訳して送っ

ていただいている川越クラブのブリテンをよく読

んでくださっているということでした。 

 コロナ感染拡大で、なかなか思うような活動がで

きません。そんな中でも、各自宅からの参加を原則

としつつ、川越ＹＭＣＡの教室を使ったハイブリッ

ド会議などを活用して、柔軟に例会ができればうれ

しいと思います。 

 緊急事態宣言も発令されましたが、希望を持って

活動していきたいと思います。早く感染拡大が収束

することを願っています。 


